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I目 的】

動物は、加齢に伴い脂質代謝やエネルギー代謝

の機能が低下する。その結果、糖尿病や甲状腺機

能低下症などの内分泌疾患の罹患率が高くなる。入

では、脂質代謝異常やメタボリックシンドロームに

対し、アスタキサンチン (AX)の添加が脂質の過
酸化を防ぎ、症状の改善に効果を発揮 しているこ

とから、今回、糖尿病の大を対象に、標準的治療

に加えて投与した AXの影響について検討した。

ま方法]

糖尿病と診断され、食事管理ならびにインスリ

ン投与による標準的治療 を受けているジャック

ラッセルテリア、11歳齢、避妊雌 と、マルチー

ズ、li歳齢、去勢オスを使用したЭジャックラッ

セルテリアには標準的治療を継続し、マルチーズ

には標準的治療 IF加 えて AXを 2mg/day投与 し
たっ血液生化学性状 total chOlesterol(TCHO),

triglyceride(TRIG),alanine aminotransferase

(ALT),alkaline phosphatase(ALP),non―

esterified fatty acid(NEFA),ma10ndialdehyde

(卜IDA)値 をそれぞれ比較 した。

I結果 ]

1)NEFA値 は、AX投与前 2.57 mEq L~1か ら投与
2ケ 月後 1,61 mEq L・ と減少 し、投与中止 lヶ

月後 4.04 mEq L~1と 増加 した。

2)MDA値 は、AX投 与 前 7.33 μmぷ L・ か ら投
与 2ヶ 月後 5,77諄 mol L・ に減少 し、投 与中止

1ケ 月後 22.17●mol L~1と 増加を認めた。一方、

AX非投与犬では治療期間中、血中 MDA値 は
20.CO～ 27.07鮮 mol Liで あった。

3)TCHO値 、TRIG値、ALT値 に大 きな差異 は
認められなかった。

4)ALP値 は、AX投与大では 3884,3165,3424 UL¨ i

であったのに対 し、AX非投与大では 420,362
UL・ であったっ

5)AX投与大は投与後 2ヶ 月後の被毛の改善が顕
著であった。AX非投与大では皮膚被毛に変化
は認められなかったっ

ま考察】

AXは、糖尿病の治療に付加 して投与することに
より、被毛の改善をままじめ、脂質代謝マニカーであ

る NEFA値、過酸化脂質マーカーである IMDA値
の改善に好ましい影響を及ぼすことが示唆された。

プスタキサンチンを投与けて脂甕代貪鉦麒甕を訥た

掏尿病犬瘍―鍮
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